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   ＜あらまし＞地方自治体の職員（以下「自治体職員」という．）の書く文章の質に関して，求めら

れる一定の水準を示し，推敲に必要な知的技能及び態度の獲得を促進させるために，自治体職員の文

章の質レイヤーモデルを試作した．本稿では，モデルの試作版を示すとともに，試作にあたり実施し

たニーズ分析や現状分析について報告する． 
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１．はじめに 

自治体職員の書く文章に求められる水準や目

標について一定の基準を示し，推敲に必要な知的

技能及び態度の獲得を促進するために，「自治体

職員の文章の質レイヤーモデル」を試作した（表

１）． 

住民の信頼により成り立つ地方自治体の職員

にとって，住民の理解や納得を得られる分かりや

い文章を書く力（以下「文章力」という．）は極

めて重要である．文章の質は，読み手の立場に立

って，目的に応じた推敲を行うことにより高めら

れる．しかし，伊東（1993）によれば、推敲は

高度な認知能力を要する複雑な認知過程であり，

単に見直しの視点や修正方法を教示しただけで

表 1 自治体職員の文章の質レイヤーモデル（試作版） 
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はスキルを獲得させることが難しい．また，文章

の推敲において求められる水準や範囲，目標が明

確でなければ，読み返し，修正を繰り返していく

という具体的な行動に結びつけることも困難で

ある．さらに，職員削減，職務増大が進んでおり，

管理監督者によるきめ細かな指導を期待するこ

とはできない状況にある．  

そこで，筆者は，自治体職員の文章力向上のた

めに必要な推敲スキルや態度の獲得に必要な訓

練や職場環境を明らかにし，有効な手法を開発す

ることを目的とする研究を行っている．本モデル

の試作はその一環である． 

 試作にあたっては，ニーズや現状の分析を行っ

た上で，参考文献や筆者自身が部下等に対して行

ってきた指導の視点を洗い出し，鈴木（2005）

の提案した「e ラーニングの質保証レイヤーモデ

ル」を参考に階層構造に整理した． 

鈴木のレイヤーモデルにおける質保証はｅラ

ーニングによる学習をイラつきや無駄なくスム

ーズに進め，最終的には，魅力のレベルで継続的

学習意欲の醸成までを目指すものであり，住民が

文章を最後までストレスなく読み進めて，文書発

信の主体や内容に好感，共感を持ち，行政とのパ

ートナーシップを構築するというレベルまでを

目標とする本研究と考え方や構造に共通性があ

ると考えた． 

 

２．ニーズ分析 

まず，Robinson ら（2010）による４つのニー

ズ（事業，パフォーマンス，職場環境，能力）に

関する分析及びギャップ解消モデルによる原因

分析を行った． 

その結果，事業ニーズ（住民に分かりやすく伝

える），パフォーマンスニーズ（職員が住民の立

場を考えて文章を見直し、練り上げる）の充足の

ためには，各職員に期待される役割や水準，すな

わち文章に求められる質が明確に示される必要

があるという職場環境ニーズの存在が判明した．

そして，その質を確保するために必要な能力ニー

ズのうち、「期待される水準と自分のレベルとの

ギャップを知ること」の重要性も明らかになった． 

 

３．現状分析 

次に，文章の見直しの現状について分析を行っ

た． 

文章の見直しを行う態度と視点の有無が，文章

力の差にどのような影響を与えるのかを把握す

るため，日常的にどのような視点で文章の見直し

を行っているかについて職員（7 名）にヒアリン

グを実施した．現状分析により洗い出した課題を

表２に示す． 

 

表 2：現状分析の結果（現状と課題） 

調査により判明した実態 何が必要か（課題） 

組織的なルールの不存在

や指導の不足 

組織的に取り組む仕組

み 

文章の見直しについてレ

ベル感の異なる多くの視

点が存在 

視点の体系的整理と目

標・基準の明確化 

人により問題点に気付か

ない，気付いても修正方

法がわからないなど，持

っている視点や技能レベ

ルの個人差 

・文章の見直しの視点

や具体的な修正方法が

わかるツール 

・知的技能の下位分類

と上記基準を踏まえた

練習 

自分の文章の見直しの困

難性 

自分の書いた文章を客

観的に見直すための工

夫についての情報提供

と訓練 

多くの人の関与で文章を

練り上げてきた経験の積

み重ねによる上達 

・協調学習的な学習機

会 

・職場環境の整備 

様々な情報を検索して活

用することによる上達 

情報検索・活用の訓練 

 

4．モデルの試作 

上記の分析・調査結果を階層構造に整理し，各

レベルの達成指標と達成に必要な知識・技能を検

討した（表１）． 

また質確保のためには，推敲の認知過程と知的

技能の階層構造を踏まえたトレーニングが必要

であるため，現時点で考えられる訓練，教材，ツ

ールも示した． 
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